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コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に よ る 最 初 期

ガ ー タ に お け る 身 体 に つ い て

橋 本 哲 夫

kayaは 普 通 「身体」 と訳 され る。 また 「集 ま り」 ともいわれ る。 しか し, そ

れだけであろ うか。 市川 氏が指摘す る 「身」の もつ 多様性が ないのだろ うか(1)。

メル ロ ォ ・ポンテ ィのい うところの 「身体主体」 とい う側 面 は な い の だ ろ う

か(2)。

あ る特定 のテキス ト内での, あ る語 の語義を研究 し ようとした場合, そ の語の

同格語, そ の語 を主語 とす る動詞, そ の語 が 目的語 で あ る動詞etc.の 全 用例か

ら, そ の語 の意味を導 きだす とい う方 法が考 え られ る。 例 えば, rxxxo yyyyo」

とい う表現があ り, yyyyoの 用 例がすべて 「生物」 にのみ使用 され て い れ ぽ, 

[XXXO]も また 「生物」 の一種 と考えて よいのではないだろ うかQそ して, こ れ

を他 の表現 においても繰 り返す こ とに よって, XXXOの 語 義が導 きだ されるので

はないだろ うか。

 そ の場合, テ キス トに対 して, 何 度 も検索を しなければな らないが, この時に

コンピュー タを利用すれぽ, 検 索 に要す る時間が大幅に短縮 される。 そのため, 

筆 者 はテキス トを最初期 のガータとし, 1行 に1ガ ータの形式で, 8utta-nipata

Sagatha-Vagga(Samyutta-nikaaya Vo1.1), Thera-gatah, Theri-gtaha, Dha-

mma-padaの 全 ガー タを 「g-only」 とい うフアイル名で入力 した(3)。 この ファイ

ル と前述 の方法を使 ったkaya(た だ し, コ ンパ ウン ドは除 く)の 語義推定 の 一

部を ここに紹介す る。

 1.avijjaya nivuto kayo(kayaは 無 明に覆われ ている 丁加9.572) nivuta

はsabbaloka(Sn.348), sabba-samapabrahmapa(Sn.1082), akissava(愚 人

SN.1. p.149), 10ka(Sn.1032)に つ いて も使われ る。10kaとsabbalokaに

は, 「人 」以外の意味 もあるが(4), samanabrahmapaとakissava(愚 人)に つい

ては, 「人」以外 は考 え られ ない。 従 って, kayaも 「人」 と考 えられ る。 また, 

Sn.1032に はavijiaya nivuto lokoと あ るこ とか ら, kayaは 「人 々」 とも考

え られ る。
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コンピュータ利用による;最初期ガータにおける身体について(橋 本) (51)

2. Lahuko vata me kayo phutho ca pitisukhena vipulena(私 のkayaは, 崇

高な喜びと楽 しみに触れて, 軽 やかですThag. 104)-phutthaはbhikkhu(修 行者

Sn.923), anoka(家 なき人Sn..966), bala(愚 人 Thag.783), dhira(賢 者Thag

783), papdita(賢 者Dhp.83)に つ いて使われ る。 すべて 「人」であ る。 また, 直

接 には書かれ ていないが, 前 後 のガー タか ら推定 され るもの に は, 「神がみ と人

間」Sn.268), 「修 行者」(Thag.31, 244, 683), 「私 」(Thag 882)が あ る。 全て

「人」 なので, kayaも 「人」 と考え られ る。

3.bhijjati kaya(kayaが 壊れ る Thig.95), bhijjatu'yarh kayo(Thag 312), 

bhijjissati kayo(Thag.718)-bhijjati はputisandeha(汚 れた身体Dhp.148)

に つ いて も言われ る。 イ ン ド哲学一般 として は, sandehaは 「疑い」を意味す る

が, 中 村博士に従 う(5)。同 所の前半 では, tuaaが 朽 ちる(parijippa)と も言われ

る。 また, sandehaは 捨 て る対象(Thag. 20), 鳥 が 啄む もの(Thag 599)で あ る

ので, kayaは 「物質的な身体」であ ると考え られ る。

 4.kayo kilamati(kayaは 疲れる 丁加9.1073) kilamati は. punappunarh

kilamati phandati ca(繰 り返し繰 り返し, 疲れ, また苦しみ労する。前後より主語は

「愚人」8N.1, p.174)に こも使われ るので, kayaは, 「生 理的 身体」 と考 え られ る。

 5.kayassa'bheda(kayaが 破壊された後でThag 493, 534, Dhp.140,)-bheda

は一 般的 な用例 の他 に, sarirabhedaと して使われる(Thag. 788)こ れ は, sari-

rassa bhedaと 分 解 し得 るので, kayaは、 sariraと 同質の部分があ ると考え ら

れ る。sariraは, manussaと 対 比 して使われ るので(Sn.611), 「人 間」以外の

生物 の身体 と考え られ る。 また, kayaと 区 別 して使われ る(thag.1033)場 合

は, kayaよ りも快 楽にご強 く結 び付 いている さ らに, antima-Sarira(最 後の身体)

は繰 り返 し言われ るが, antima-kayaと は 言われ ない。 輪廻思想」 と照 らし会

わせれぽ, sariraは, kayaよ り一般的 な 「身体」 と言 うこ とになる。 bhedana

の形 ではmattikabhejana sabbe bhedanapariyanta(土 の器が壊れるSn.577),

bhedanadhamme kalevare(身 体 は壊れる性質のものであるThig380)と も表現 さ

れ る。 また, kalebara(kalebala, kalabara)は 「血 と肉 で塗 られ, 虫 たちのす み

か であ り, 烏 どもの餌食 であ り, い やな ものです」(Thig467), 「は か な い も

のであ り, 骨 と筋 肉 との集合 で, 唾 液や, 涙 や 大小便 に満ち, 腐 敗 し て ゆ く」

(Thig」470)と い われる。 したが って, kayaは 「容易 に壊れ る, 合 成 された物質

的 肉体」 と考え られ る。

 6.kayo sandati pttikarh(臭 い水を流す Thag. 568)-sandatiはnava-sota
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(52) コンピュータ利用による最初期ガータにおける身体について(橋 本)

(九つの流れThag. 1151, 279), itthi-sota(女 性 の流れThag. 739)に も使われ る。

「流れ」 が 「流れ る」 となる。 「九つの流れ 」 とい うこ とか ら こ のkayaは 「肉

体」 と考え られ る6

 7. kayam asucirh(不 浄 Tjog 933) asuci は manussa (人Sn. 75), dipadaka

(人Sn. 205; Thag. 453), samussaya(肉 体Thag. 9394;Thig 19, 82), gandha

(香SW, p.226), kama(愛 Thig 225), putikaya(不 浄 な kaya Thig 466)に 対

して も言われ る。dipadakaは 更 に, 「悪 臭を放 ち, (花や香を以て)護 られている。

種 々の汚物が充満 し, こ こか しこか ら流れ出ている」 とい わ れ, 「肉体」 と考 え

られ る。samussayaは 「食物 に依存す る」(Thag.123), 「老 いる」(Thag 270)こ

とか ら, 「肉体」 となる。kamaは, 「肉 体的愛欲 」で あ る。 「香」は, 肉 体の香

であ る。 この よ うに, asuciはmanussa以 外 は, 「肉体 」について使われ てい

る。 従 って, こ こでのkayaも 「肉体」の可能性 が高 い と考 え られ る。

 8.kayena sarhvaro(kayaに こついて慎む.D妙.361; SN.1, p.73で はsalhvaro-

samvaro) ins.を 支 配す るsarhvaraは, 直 前 のDhp.360でcakkhuna, so-

tena, ghanena, jivhayaに つ いて も使われ ることか ら, こ のkayaは 感 覚器官の

一つ としての 「身体」 と考え られ る。 一方, Dhp.361で はvaca, manasに っ

いて言われ るので, kayaは8n.193に そ の活動が説かれ るところの 「胴体 と四

肢」 であ ると考え られ る。

 9.kayena sarhvuto(kayaを 慎むdhp.225) ins.を 支 配す るsarhvutaは,

vacaya(Dhp.232), manasa(Dhp.233), tlhi(Dhp.391)に 対 して使 われる。

Thog.15に はkayena salhvuta asilh vacaya uda cetasaと ま とめ られ てい

る。Thig.234に も同様のま とめ がある。 また, tihi(Dhp.391)は 明 かにvaca,

manas, kayaで あ る。 このkayaも8n.193に そ の活動が説かれる ところの 「胴

体 と四肢」 であ るとかんがえ られ る。comp.で は, salhvutindriyo(Thag. 682, 

1081)と 表 現 され るので, このkayaも 感 覚器官の一つ としての 「身体」である

と考え られ るが, 分 解 された形 では, 10C.支 配 の ようなので(sahvuto patilnokk-

hasmilh indriyesu ca pafecasu: Sn. 340), この 場合 のkayaは, 感 覚 器官でない と

考え られ る。

 10.oghasalhsidano kayo(kayoは 激 流に沈む) oghasarhsidanoこ の コソパ

ウ ン ドは ここのみであ るが, salhsidatiで はbhikkhu…sashdati mahoghasmirh

(Thag」681)と して, bhikkhuが 主 語 であ り, sidatiで は, 「歓 楽 の生活 の尽 きた

人」(SN.1, p.53;5.175), 「立 派 な人」(Thag 147)が 主 語 であ り, visldatiで
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は 「愚者」 が主語であ る(Dhp. 171; SM 1, p.7)。 そ の他 の用例 も 「沈む」 とい

う意味 では主語 は.「人」 である。 したが って, こ こでのkayaも 「人」 と考え ら

れ る。

 11. kayamz mamayanti(わ カミものと見なす 丁加9」575)一mamayatiの 対 象 と

してkifici lokasmi(Sn.922), pure(Thag 1150対 格 と考える(6))が 言 われ る。

puraに は 「九の流れ」(Thag.1134; Thag 279)カ ミあ るとされ ることか ら, この

kayaは 「肉体 」 と考 え られ る。

 12.そ の 他, 用 例 が一般的等 でkayaの 語 義推定 に役立たなか った もの。 一

bhidura(壊 滅すべきもの), ganthita(縛 られた), otthata(捉 え られた), 1ahuka

(軽い), apetavififiana(意 識を失った), ditthita(み られた), santarabahira(内 外

ともにnagarar城 壁に護られた都市(7)」とsalhkha-mutta ｢真珠の母」に使わ れ る), 

tuccha(空 虚), yutta(結 び付け られた), paticchanna(覆 われた), yantita(動 か

された), anna(他 の), sucita(多 彩な), phena-ipama(泡 の ような:もの), marici

(か げろう。maricikaはIokaに ついても言われる), kunbha(水 瓶), anicca(無 常), 

pan:naga(蛇), nikkhipati(捨 て る), pharati(喜 びで満たす), upakaroti(大 切に

する), pilavati(た だ よう, 震え る), paleti(行 く), sobhati(美 しい), vasati(住 む), 

sati(流 れ て行 く), adhiseti(横 たわる), chanda(欲。kaya以 外 の対象は, dhamma,

loka, kamaguna, bhava, etc), ni'bbindati(嫌 悪する。 kaya以 外の対象は, loka, 苦, 

この世 とあの世, 自分の色, 迷 いの生存:bhavagata, ゴータマ), apekkha(顧 慮), 等。

 1)市 川浩 「身の構造」(弘 文社 『講座 ・現在の哲学(2) 人称的世界』昭和53年)参 照。

 2)R.Cク ワント著滝浦静雄他訳 「メルロー=ポ ンティの現象学的哲学」(国 文社昭和

 56年)参 照。

 3)約600キ ロバイト。1単 語の険索には, 約1分 かかる。入力に際して, PCR-SWAN

 (文字認識ソフト。株式会社 「バーズ情報科学研究所」製)を 使用 した。キーボード

 か らの入力よりは, 高速で, 正確であるが, 誤入力は避けられない。原因の大部分は

PTS本 の活字の悪さである。

4)拙 稿 「原始仏教におけるIokaに こついて(III)」(『印度学仏教学研究』第32巻 第1号)

参照。

5) 中村元 「仏弟子の告白」(岩 波書店 1982年)Thag.20に 対する注記参照。

6) 同Thag.279に 対 する注記参照。

7)中 村元 「ブッダの真理の言葉 ・感興の言葉」(岩 波書店 1978年)Dhp.315に 対す

る注記参照。

<キ ーワー ド>コ ンビ-タ, パ ー リ語, kaya (東方研究会専任研究員)
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